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【現代語訳】川舟に乗り、尼崎から上陸した。博士の弟で内記の官にある人と、文章生二人とを従者に仕立てて行った。〔文章生のうち〕一人は野氏である。もう一 は源氏であった。〔彼ら二人は〕道中での詩文の相手として供に加えられたのであろう。その他には、召使が一人二人、粗末な荷物を担いで馬の後ろについてお仕え申し上げた。朝廷の使者として旅するような場合には、荷物は美々しく、お供の数も多く、騒がしくなるものだけれど 、〔今回は〕はじめから私的な特に内々に行く旅 はいえ、昔は何事につけてもこのように軽快で、見た目がこざっぱりしていた。だから もの悲しいことも楽しいことも、〔今 比べて〕多かった であろう。当世風は重々しくて、このような旅をするのはとても難し ことだ。
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【校異】*一人新田本「ひとり」。*また新岡本「文」。*あやしの物新岡本「あやしのもの」。*ものきら』かに新宿本「物きら』かに」。*おほくて新田本「 て」。*な ご 新田本「何事」。*旅なん新田本「旅なむ」。【 注 】
O
あまが崎現在、兵庫県尼崎市。摂津田川辺郡に属し、松平


































































馬を並べて旅立つ一群れの仙人たちはいつ帰って来るのだろうか。雲のかかるこの地に鞭を揚げると駿馬は天朔け 。龍野の山々を巡ればきっ 桜は見頃だろうし、加古川に釣り糸を垂れれば魚も肥えて美味かろう。別離の宴では存分に楽しんで大盃 酒 酌み交わ 見送る友は別れを惜しんで旅の衣を引き留める。道のりは千余里とはいえないが、 だ残念なのは向こう こちらとでは景色の りに違うこと。
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君子篇の言葉「中に弼ちて外に彪わる(弼中而彪外ごからとって与えた。字を与えたのは の元服時、明和六年 一七六九)のこと。〈莫怪:・詩〉詩型は五言古詩、韻字(平水韻による)は雲・虎(上声慶 韻 ) 。
O
莫怪怪しむ莫れ、不思議に思うな。龍虎が活動すると風










































































































経』王風「采葛」。その一節 「彼采葛今、一日不見、知三月今」とあるように離別の辛さを詠む詩。ここでは友人との別れを惜しんで作る別離の詩を、 になぞらえて るのであろう。
O
別魂離別










































































































巻二)。『昔の旅』で源生は葬られた家来の子孫だということになっているのであろう。ただし、神功皇后 話(記紀にあり)は四世紀項のものであり、一方、六甲山の名が文献に登場 のは貝原益軒の「有馬温泉記」(寛永八年〈一六三ご)など江戸時代からだと言われる。六甲山は、奈良平安時代には「牟古山」「六児山」など 表記され、「むこやま」と呼ばれたと思われる(現在の「武庫」に当た )。「むこ」の意味は諸説あるが、大阪方面から「向こうに見える」というのが有力である。後に、この「むこ」に漢字の「六甲」 当てられ、「ろつこう」と音読みされ、先 伝説が当てられ と考えるべきであろう。ちなみに、地名の訓読みが立日読み 変わ のは、「ふたら に「日光」が当てられ「につ う」と呼ばれるようになったように例 多い
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《七》「布引の滝は、都遠からぬを、いまだ見ざることよ、いざ」といふほど、空かきくもり、雨ふり出たり。馬も通はぬ山路をわけなんこと いとかたしゃ。さはれ、「思ひたちたることを、やみ や」とて、はかせを始めとして、餐すがたにて、山の細道をたどりゆくに 雨 いたくはふらずなりぬ。滝ちかくなるままに、山のはら 、家ゐきら〉かにみ
みづうす*




























































力として穀物をひくことなどに用いた臼。〈 布 引 の : ・ 歌 〉
O
よ〉のことば布引の滝を詠った歌が多いことを言
うのであろう。上記、「布引の滝」注参照。〈 山 姫 の : ・ 歌 〉
O
山姫のそらにさらす『古今和歌集』に「裁ち縫は






























〈 ほ そ 道 に : ・ 歌 〉
O
露けさ露は涙を暗示する。『新古今和歌集』に
「たちばなの花ちる軒のしのぶ草昔を けて露ぞこぽるる」(夏、前大納言忠良)という歌がある。〈 ほ そ 道 に : ・ 歌 〉
O
南の枝楠正成を喰える。『太平記』巻三に、後
醍醐天皇が、笠置の行在所で、南の枝が伸びた木の夢を見て、楠を暗示するものだと知り、楠正成を求めるという話がある。〈 落 か か る ・ : 歌 〉
O
日をかへしけむ平清盛が、大輪田泊の改修工事













あの旧知の人が、酒や肴などを捧げさせて、ここまで送 くれた。浜辺におりて、酒をのみ弁当を食べた。月のある時分であれば、ここにとどまって夜とともに〔月を〕眺め であろうものを 残念である
寧曲の「須磨組」という曲に〔明石の月と須磨の月を、信濃更級の月とならべて〕、「さらしなの月ともにながめあかさん」と歌っているのは、いかがなものであろうか。この須磨の浦〔の月〕こそ、まことに並ぶものがない に、不十分にも、 よう (更級の月ごときと同列かのように)けなしているのは残念である。ならば、どうして〔このままで〕よかろうか。内記に「作り直せ」 言ったところ、「『須磨』というのも海岸の名、『明石』というの 海岸 名である。月も丸く、まろやす い丸屋(粗末な住居)の住居で夜を明かしかねて る浦人は、であろうか。」と詠んだ で、皆が面白がった。






































































































【 注 】 〈 あ さ み ど り ・ : 欧 〉
O
ふり行われぞ



































































回川等組曲「心づくし」(前出「飛鳥川」注参照)の第二歌「故郷をはるばると隔ててここに隅田川都鳥に言聞はん君はありゃなしゃと」 指す。歌調は『古今和歌集』(業平朝臣、巻九覇旅)の「名にしおはばいざ言聞はむ都鳥わが思ふ人はありゃなしゃと」を踏む。なお『古今集』の調書に以下のようにある。「武蔵国と下総国と 中にある隅田川のほとりにいたりて、都のいと恋しうおぼえければ、しばし川のほとりにおりゐて(中略)さる折り 、白き鳥、鳴 脚と赤き、川のほとりに遊びけり。京 は見えぬ な ければ、みな人見知らず。渡守に『これは何烏ぞ』と問ひければ、『これなむ都鳥 と言ひけるを聞きてよめる。」
O
心づくし察組曲「心づくし」(前出「飛鳥川」














【現代語訳】六日の暮れごろには、揖保の湊に着いた。あの〔博士に手紙を寄こした〕翁が、さっそく這い出できて、久しく見なくて気がかり〔であったとのこと〕など、〔博士に〕申し上げ、お喜びになった。〔それも〕当然である。この博士の父親は、この国出身で朝廷お仕えになったため、内外の親族は、ここだけにいるので 夜昼〔限らず〕多くやって来て、集まった 大人などは、年老いて、老けたものもあるけれど、見直して驚くほどではないのだが、昔見た子供達は大変成長して、恥ずかしげな様子の女性、雄々しい男性になっ 並んでいる。〔博士は〕「名乗ら ければ誰かは分からない」、などと言って騒いでいらっ ゃっ が 自分の頭に降り積もった雪〔のよう 白髪〕のことは知らないのであろう。【校異】*あひ新岡本「相」。*驚ろく小天地関本「驚く」、新岡本「おと(ど)ろく」。*あ ねど新田本 あらぬ 」。*ふりける小天地閣本・新田本「ふりかかる」。
《一四》見もしらぬをうなの、老たる翁の手をひき、をんな
子にまな酒さ〉げさせて、「都のかたのまろうどにたてまつらん」とて、しきりにぬかをつくあり。「何者ぞ」ととふに、よしとて、男姑にけうふかきものにぞありける。いやしき馬ひきのめなるが、おっとうせしより、世わたるわざなく、いやましにまどしかりけるを、このをうな おりぬひやとわれわざして、男姑をはぐ〉み、朝夕よくつ へまつり、つゆ心にたがふことな 。ち きわたりの人、あはれがりなげきけるを、このはかせ、いたうものめでする人に さいっころ、都にて聞つけて、おのれはさらにもいはず、友人らをかたらひて、しろがね、こがね、ぬのなど そくばくお り給ひける。そのかしこまりまうす り は せ盃と 出て なをことのよし、たづねなどして、かへ ぬ。このむすめも、母似て、けうある者とぞ。
- 102 -
【現代語訳】見も知らぬ姐で、老いた翁の手を引いて、女の子に肴と酒とを差し出させて「都の方の客人に奉ろう」と〔言って〕、しきりに額づく者がいた。「何者だ」と問うと、よしという、男姑に孝の深い者であった。賎しい馬引きの妻だったが、夫が死んでから、世渡りの仕事は無く、ますます貧しくなったのを、この姐、機織りや経い物の雇われ仕事をして翼姑を養い、朝夕よくお住え申し上げ、全く男姑の心に違うことは無かった。近くの辺り 人が、哀れがって嘆いていたのを、こ 博士 感動しや 人なので、先頃都で〔このことを〕聞きつけて、自分はもちろんのこと、友人らとも相談して、銀・金・






は か せ 、
苔むしてわかちかれたる石ぶみを
あらふは袖の涙なりけり






























































なる父母の、まどしくすめる、道のほど二十町ばかんなるを、雨にも、風にも 日ごとに通ひて くひ物、きるもの、けがれたるものをさへに、とりまかなひて後ぞ、わが屋にはかへる。いつも巳の時 ゆきて、ひつじさがりて帰る。十年あまり、ひと日もたゆむことなし。今は母はうせて、父九十余なり。夫もなくなりて そが子なん、家のわざし 世をわた 。はかせこのをうなをみんとて、十二 例の人々ともな てゆく。『けふ 親の家 ゆきて、いまだ帰らず」といふ。ほいなくて、おくりも とゾめおきてかへりぬ。またの日なんかのをうなまいりかしこまりて、あひみたまひし









































《一八》おなじ処に、照円寺といふ住持の僧の弟に、教順が妻なむ、世にためしすくなきまめ人にぞありける。教順がわかき時、たにはにいきですみける、その時ゑたる妻なり。さいはひなく、さすらへて、難波に移りすめる。いとまどしかりければ、はらからなどは、「いざ帰りね。外によすがもとめてよ」といふを 聞もいれず。三とせばかんありて、この教順、物のけさへそひて にはかにつれて、ふる郷にくだりぬ。いとノ¥おどろしきもの〉けに よりそ 人もなきを、このめなん よるひるはなれず。さる うちの〉しり、あるはふみさ なみて、しぬベ あること びノ¥なるを、ゅうらみたるけしきなし。
【現代語訳】同じ処に、照円寺という住持の僧の弟の、教順の妻〔である〕、世に稀な実直な人が居た。教順が若い時に、丹波に移り住み、その時に要った妻である。〔夫婦は〕幸薄く、放浪して、難波に移り住んだ。とても貧しかったので、〔妻の〕親族達は、「さあ帰ってきなさい。外に頼りを求めよ(故郷に戻り、他に頼りとなる夫を求めよごと言うが、〔妻は〕聞き入れなかった。三年ほどたって、この教順は、






子を亡くして心を病んだ夫「教順」によく仕えた。「さん」については、石原公章著「播州佐江村貞婦小伝 (股野玉川著『播州龍野四孝伝』所収)、竹山 『貞婦記録』(『懐徳堂五種』所収)に詳しい。解説 参 照 。
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ぺ〉
《一九》兄の僧は、心づよきものにて、さしもおもひたらず、寺のかたへに、かたつむりの屋のやうなる庵をつくりて、もの与けひとりがくひものを、日ごとにおくる。妻とふたりの子とは、たれかはしらん。さるは、糸をくり、布をおりなどして、すぐしける。くひものなどは、さら 人 くふべきものにもあらず そ だになき日もありとなん。はらからは、いやま に「かへれ」 せむるを、「かくおどろノ¥しきもの〉けを、たれ うしろみ聞えん。さなきだに、『帰らじ』とちかひてしを、いまは命をかぎり」とてぞ、やみける。

























ひとへむしろをしきたり。人はあらず、こ与かしこたづぬるに、小河におりて菜をあらふ女あり。髪 も衣も、かたいめのやうなれど、つらつきの よ にあでやかなる。「 れにこそ」と、よりて聞に、そなりけ 「や〉」とよびとりて、庵に帰り、あるやうをとひ くに、ほと/¥のどやかにうちかたらふに、みな人涙お し 、おく ものと 出るほど、もの〉け帰りきにけ 。人おそれするもの〉けなりと開てあいなくて帰りぬ。かの物がたりの いで、「丹波国 、境をへだて〉、文のたよりも ひと与せにふた〉びはせず」となげきけるを、「源生のいとこに、かの国司につかへたるり。九鬼氏なり。しれりや いふに、「まことさるおんなからひにや。その父 君は、おのれが父 心 る友 なん。子なるは、はらからが よむ友にて 日ごと よりむつび給ひし。今は父の君は なり給ひし そ」とて、涙ぐみたり。「さるは、そが方に文のたよ は 常 もあれば、いで致書郵せん わがかたに文こせよ」といひければ よろこぽひて、後にぞ文かきておこせたる。 こ みは かなれば、かくばかり、孝あるもの まめ るも に 数おほくあひみたることや」と、はかせ よろ ぽひ給ひ る、りなるや。
【現代語訳】その踊牛の小屋をのぞき込むと、敷物ですら、
ことは一重の建
を敷くだけである。人はおらず、ここかしこ探し求めると、小川に下りて菜を洗っている女がいる。髪も衣も、乞食女ょうであるが、顔つきは清らかにして艶やかである。「きっと彼女だろう」と、近寄って問うと、そうであ た。「もしもし」と呼び寄せて、庵に帰り、有り様を聞い聞い 、おおかたのどかに語らったが、みんなは涙を落として、贈り物をとり出す頃、物の怪愚きが帰って た。人を怖れる物の怪愚きであると 住方なく帰った。その語り合いのおりに、〔彼女は〕「丹波の国は、境をへだて いて、文の便りも一年に二度もしない」と歎いていたので 〔私は〕「源生の従兄弟に、かの国司に仕えている者がいる。九鬼氏という。知っているか」と訊くと、〔彼女は〕「本当にそのような仲でいらっしゃるのですか。その父君は、私の父と、心知れる友です。子は〔私 〕兄弟が〔ともに〕学問をした友にして、常日頃睦まじくなさって ました。今は父君はお亡くなりになりました」と〔言って〕、涙ぐんでいた。〔私が〕「そうであれば、その〔九鬼氏の〕方に手紙の便りは 常に有るので、さ 書函を送ろう。私の方に手紙を寄越しなさい」と言うと、〔彼女 〕とても喜び、後で文を書いて寄こした。『今回はどうし これほどま に、孝行な者や、誠実な者に、数多く会ったことだろ 」と、博士が もおびになったのは、もっともであろう。
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《ニニ》おほぢの墓のあかほの郡にあるを、奔みにとて、十五日のつとめて、ふたりの生に、国っこのしたしき二三人つれていきけり。ないきも、おなじさまにいくべかりけるを、長谷のわたりに、母かたのおほぢの墓あるを、おがまんとておなじ日しも、引わかれてゆく。「いとけしかるわざや」と、人はいへれど、「たらちねの家っとは、これ さるも やはある」と、心ひとつに思ひとり給ひて ひとり立わかれたる、いとあはれなりや。











































【現代語訳】上津という所に、知人がいる。その子は、岡の翁に学んでいて、この者と連立った。美作にも、知人がいた。博士が〔大坂から〕下っ 来られた 聞いて、〔 の知人は〕その子を使いに寄越した。〔美作への〕帰路なので、これも連立った。上津は長谷にほど近い所なの 、そこに泊まった。山のそば近くに 家の構えが趣き深く建てであった。とても心にしみて、〔次のように漢詩を作った。〕
偶々山中の客となり、たちまちにして山中の趣を得る。青山は私と共に静かで、泉の声は私の憂いをぬぐい去る。青山は窓の外に貸え、平らで広々とした回が左右に連なっている。一抹の暮姻が立ちあがり、みな有るか無いかぼやっと見える。この山中の宅を愛でていると 山水は私の物となる。月が東の嶺の上に出て、やがて茅葺きの部屋 中をも照らす。
この君は、とても古いものを愛し慕う本性〔を持ってる で、〔漢詩で踏む〕韻なども、昔の〔音〕を取って、今の世〔の漢詩〕 は、目慣れぬ〔韻を踏む〕ことが多かった。【 注 】 〈 偶 為 山 中 客 ・ : 詩 〉
O
糠「諜」は、洗う。
〈 青 山 窓 外 袋 ・ : 詩 〉
O
平田平らでひろびろとした因。














これより帰るべかりけるを、かのみまさかなるが、あひみまくほしさにぞ、其子とつれて、山路をたど つ〉ゆく、杉が坂をこゆ。は まとみまさかの堺にて、建武のみかどの 塵をかうぶりてこえ給ひし跡なり。




それから帰ろうとしたが、かの美作にいる〔知人〕が 会いたいと言うので、その子と連立って、山路をたどりつつ行き、杉坂を越えた。〔そこは〕播磨と美作との境で、後醍醐天皇が、塵を被りながらお越えになった旧跡である。【校異】*思ふ新岡本「おもふ」。*御心むけ小天地閣本「御むけ」。*聞えむ新岡本「きこえん」 小天地閣本「聞ゑむ」。*こえ給ひし新岡本「こえたまひし」。【 注 】 〈 身 に そ へ て ・ : 歌 〉
O
うぱ玉の枕調、「ぬばたまの」の転。「黒」






























《ニ六》廿日には、あぽしといふところに、みないきたり。湊の川しも、百町ばかりがほどなり。柴つむ舟にのりてくだる。ひんだりは、野ひろく、山遠し。朝霧のたえまに、岡ベの松、処々に見ゆ。右の岸は、山のすそなり。一町ばかりに山をみ 所もあれど、おほかたは山の根をこぎめぐる。山をきりたらむやうなる高き岸に、松などさかさまに生て、おちか〉りたるおほかり。風もなく散花のおのづからに舟のなかにおつるもあり、山川 きよ ながれの、さ〉やか る石の上をはしる。瀬々 さゾ浪は、氷をゑりたらんやうなり。底はひら板なる舟の、こぎとほれば、玉をかきならす音なんける。またふ き処は、青みわたりて、鯉などおほくあっまる と ぞ




















我 我 ヂ ぶ



































か やを躍ぁ 轡干ぽら 。ま下








































本当に舟人の口から、このように言い出 なら、〔『説苑』の郡君の故事のように〕誰もが衣服を脱いで頭 被せて褒美にしただろうに。【校異】*蒼崖中之島本「蒼蒼崖」。*水容小天地閣本「水客」(見せ消ちにし、朱筆で「容」に改める)。*偏小天地閣本「編」(見せ消ちにし、朱筆で「偏」 改める)。新田本「遍」。*羅干中之島本「網干」(「網」の横に「羅」をつける)。*ふな人小天地閣本「舟人」。*水益清今中之島本 水益清」(横に「今」をつける)。*誰も誰も衣ぬぎて新岡本「たれも/¥きぬぬき(ぎ)て」




































































と心のうちには思ひけめ。暮ちかくなるほど、風かはりたり。浪あらし。「もとの道にはゑしも」と、いひさはぎて、ちかき磯にこぎよせて、細道をたどりつヘ塩や 処 ど見て、かの里人の家にとまる。あけの日、室津にわたり 帰 。
【現代語訳】ここの役人である人は、このごろ任期が終わり、都へ上ろうとするのだという。栄転の下命を得たのであろう。〔その人の〕勢いが盛んになって、友が頼りにして従っている。案内をする里 が、岩かどに打ち寄せた藻を拾い、「これは見布海苔です。これを〔肴として〕持っていきお酒をお勧めいたしましょう」と、持って出る。例の前司の前に置 て、
打ち寄せる、浪の藻くずを「とる」ようにとりどりの、君の繁栄の、数かぞえにしよう(この海草を数とりに使って一つ一つ数えま し ょ う ) 。
前司は大変興じて、いろいろと酌み交わされる盃が、数も分からないほどになった。やはり、長年住み慣れた浦の漁師が、
塩水が諜塩草にしたたるように、「しおたれて」(涙に暮れて)佑びしく過ぎた年月も、よそ(次の赴任地)で愚痴られるのだろ 。
































人々の苦労となるということで禁制が出て、いい服を着ることもなかった。そこで、女たちは〔それを〕とてもつまらないと思っていた。しかし、〔 の女たちも〕それ相応にめかし込んで連れだってやって来た。髪を上げたその様子は、以前ならとても田舎臭かったのに、今はそれ程でもない。都あ りで流行しているものはすべて真似をして、当世風になり、田舎者だと見下されるよ 点はまったくない。内記がそれを見て、「 うそれ以上 〔都の人の〕真似をするところはありません。ただ心の不誠実さだけは、真似をしないで下さい」とおっしゃるので、微笑みながら 遠慮深げに松の木の陰に引き下がった。この日は、空の様子がのどか 、とてもいい目だった だ。しかし、書き残しておくほどの出来事は無かった。
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おきなうちわらひて、「偽おほきものにもあらぬを、歌の心おぼつかなし、さるは あけの年は、かならずとひきますや」と、さいなみたまへば 「あけの年も、そ 次々の年も、いまより後の春は、いづれも『こん春』とこそ申べけれ」 いひければ 「また例のさるがうことを」とて たれもノ¥わ
らひ出たる。
【現代語訳】二十四日、都に帰ろうということで、朝早く起きて、書き物などをしていると、〔人々が〕「送別会をしましょう」と、所狭しと駆けつけて来た。あの〔翁の〕病気も最近はずっと快方に向かい気分もよくなっ いらっしゃるのを見定めて、気がかりではなくなったのだろう、「あと四年経ったら、今時の人がする『よねの賀(米寿)』ですね。その時には必ず〔帰 てきますよ 」などと言葉を交わし、返事を申し上げなさるにつけて、感慨深くお思いめぐらしにな 、「老木の桜またも」などと詠んで、贈り物になさった。その返歌、
「あなたが八十八歳になる時に、またここに帰ってきますよ。四年くらいすぐに経ちますよ」と言い残して、旅立つことよ。
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しきりにお喜びになるのだけれども、そうは言うものの自らの老い先の不確かさを思うと、湿っぽくなってしまい、涙を袖で濡らしながら、「内記はいかがですか」と申し上げなさると、〔内記は次のように歌を 詠 ん だ 。 〕
お歳を取っても、ますます花を咲かせてください。またやって来ますよ。春にまた来ると約束して帰っていくウグイスのように。








































か っ た 。【校異】*をんななども小天地閣本「おんなども」。*戸のくち小天地閣本コ戸の口」。*誰 ありけむ新岡本「誰にかありけん」。
中之島本「をんなの」。*はりまの人はしらず諸本
*をんなごの



















































p a F E C  












事実で札加、 みならず作中人物の多くも実在す 。例えば「〔稲垣〕子華」(訳注第二五段。以下 二五〉 知く表示。)や「よし」〈一四〉、「親にけうふかきをうな(はつご〈一六〉、「教順が妻(さんど〈一九
1
一 一 一 〉

























全てが事実を写しているとは言えない。例えば 作中に「今ゃう」(等組曲)の歌調を源生・野生・博士がそれぞれ漢詩に翻訳する場面があるが〈一二てこの漢訳は履軒撰『履軒古風』巻三に「等曲三首」の題で見えることから、実際は履軒の作であろう。履軒は自 を博士ら三人に割り振とで、三人が次々と翻訳を披露し合って旅の一夜を楽しんだ いう虚構のエピソードを創り出したも と思われる。
虚構ということに関して言えば、『昔の旅』における最大の虚構は〈昔








































一 一 一 〉































































なり。」(『かはしまものか り』竹山政) 述べ 龍野 「よし」「さん」を子華・義兵衛と並べて一門の美談に位置付けている。
今回の研究によって、『昔の旅』が、龍野における懐徳堂 孝子貞婦顕
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一四年)は「昔文章博士が、弟の岡の翁といふ内記と文章生二人とを伴ひて、浪華より播州巡りをしたる詩歌入の仮名文の給仔たである(傍点は本稿筆者)。」(五九頁)とする。『懐徳堂文庫図書目録』(大阪大学文学部、一九七六年)も「日記・紀行」に分類する(国書部六三頁上段)。その他、国文学研究者も近世 文の資料と見なしてい 。板坂耀子「近世紀行 紹介その五」(『福岡教育大学紀要』第四一号、第一分冊、一九九二年)は、『昔の旅』を次のように紹介する。「友人二人 従者 人と共に、明石付 に桜を見に行く給仔た(傍点は本稿筆者ご
(二)福島理子「中井履軒『百首賛々』||真淵批判と景樹『百首異見』








































( A ) ( 2 )
研究成果報告書研究代表者下僚真司)所収
の湯浅邦弘「懐徳堂文庫貴重資料解題」の解題凡例を参照。
(十二懐億堂文庫を構成する文庫の一つ。昭和五四年(第一次)および
昭和五八年(第二次) 二度にわたって中井家遺族 新田和子氏から中井木菟麻日氏旧蔵の遺物書籍を寄贈された。第一次新国文庫収蔵の書籍について、池田光子「第一次新国文庫暫定目録」(『懐徳堂センター報二
OO
四』、大阪大学大学院文学研究科・文学部
懐徳堂セ )がある。
(十一一)中之島図書館に、異なる書ながら同様の装訂の写本が複数有り、
その内の一本に書写時期を明治と記すことにより、これも明治期の写本と推測される。
(十一二)西村天囚(一八六五
1
一九二四)が編集した文献善本の写本叢書
で、乾坤二集一四三冊からなる。
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